
「失業して生活
が苦しい」、
「病気で働けな
い」、
「年金だけでは
生活できない」
などで困ってい
ます。

生活していくた
めにはどうすれ
ば良いでしょう
か。

明らかな困窮状態
「生活ができない」
「預貯金がない」
「家を追い出された」

など
・保護第1担当
・しごと・くらし
サポートセンター尼崎

最低生活の保障
自立支援

生活の安定、就労など

・税・保険料、各種公共
料金の滞納防止

・医療の保障
・多重債務の防止
・家賃滞納の防止、解消

など

経済的な支援が必要 保護第1担当
（生活保護）

しごと・くらしサポート
センター尼崎
（就労等の支援、住居確
保給付金）

生活保護制度の利用
を希望しない

庁外の関係機関 【例示】
○ 社会福祉協議会

要件に該当すれば生活福祉資金貸付が受けられます。

対応事例相談窓口相談の事例

【法テラス】

【消費生活センター】
消費生活センターのご案内

 消費生活相談員による相談
 弁護士・司法書士による多重債務等特別相談

○ 法テラス
資力（収入・保有資産）が基準額以下の人に対し、法的な解
決のお手伝いが必要な場合の相談内容に対応している。

※ 無料法律相談については同一問題につき3回が限度。

庁外の関係機関 【例示】

 法テラス
 消費生活センター
 しごと・くらしサポー
トセンター尼崎

自己破産等
による債務整理

家計不安の軽減

・税、保険料、各種公共
料金の滞納防止・解消

・家賃滞納の防止、解消
など

失業などで収入
が減り、借金を
重ねた結果、税
金や保険料を支
払うことができ
ません。

まずは借金を整
理するには、ど
うしたらいいで
すか。

法的な解決策を希
望する場合の相談窓
口

【しごと・くらしサポートセンター尼崎】
しごと・くらしサポートセンター尼崎

 家計改善支援員による相談同行

弁護士等への相
談に同行支援が
必要

相談員に事前相
談や弁護士等に
よる特別相談に
同席してもらい
たいなど

「どの程度の債務があるか
わからない」、「手続きに必要な資料が
揃えられない」など、すぐに法的解決策
に着手できない場合

4 多重債務

債務の整理が必要


